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　幼児鄭に偏食、食欲不振）傘物拒否、、むら傘ヤ・轡F関

する翫えの多いことは既に成醤になっているが、最近は

これに肥満と結びついた過食にも関心奪向けう；栖う吏う

になった。従来このような問題に関する研究は少くない

が艮⊃、喪期間の観察1食物面からの検討が足りながみたよ

ら』に恵う。・このま7う「な問痩に醸年齢蔚特異性と庵恵われ

るような消長がみられる一方、乳幼児期に発生した適り

が圃楚化して成人に到るま肥続きi・、成人後の健康や性格、

にまで影響を及ぼすという論議もみられ1Q㎎itudi皿Lな

研究の必要性を感じる。’同時に食品自体についても外

観、匂い、味、口あたり、栄養価などの面から検討を加

える必要があるよう1に恵う盆・乳幼児期に現われる乏ゐよ

うな問題を、どう取叛うかにづいセ長期的な見通しのあ

る、又食品側からの考慮を加えた答を得るために、』乳幼

、坦を対象1こした葦期砂研究を傘ズたgこむは瞬その第一

報である♂．・・、＿．．

1．　調査対象及び方法

－H研究ノ方・・』法

、対象は愛育病院で出生し、乳児期前半は毎月、後半は

隔月、幼児期には3～6ヵ月に1回の割合で保健指導
及び栄養指導を受けている現在3才14才、5才のもの

825名で、質問紙法による調査を行った。

2。調査時期

昭和43年蛸～4月

3。調査項目．

　（エ）家族：同居人を含めた家族構成、その年令・健康

状態及び身長・体重について

　（2〉、1・対象児乱＝現在と以前（何才頃か記入）の健康状態㌧1

と虫歯本数、一年毎の身長、体重・

　（3）食礁＝現在と以前の食箏回数、食欲、食べかた、

例えば「時間がかかる」「箸をうまく使えない」「こぽ

しが多い」など食蕪摂取上の問題’

　（4）聞食：1’日の間食回数、及び母親が普段用意する

間食の種疵これに対する子供の反応（よく食べるか、

　余り食容ないか）、又子供がほしがる蘭食の種類とそれ

を与えるか・械ないか・躯瑚餌その分伽どに
　ついての現在と以前㊨状態

　（5）傘べさ、せたくない炉ほレがって零る食品や、食べ

　させたいが食べなく吏困る食品があるか：あれぱ現在と

以前に？いて・その鰯名塑調理鴛1日に傘べる
最、及びその時に母親がとる態度等に関して

　（6）日課：起床・就寝・ひるなの時間、、食野豫脊間食

の時間、外で遊湛時周、，塚の中で静力♪にしでレ掻時聞、

登園・帰宅時間

　（7＞食品の好み：①穀類、②芋類、③卵、④肉・魚類

及びその製品、⑤耽及び乳製品、⑥豆及び豆製贔、⑦野

棄類、⑧果物類、‘⑨油脂類、，⑩香辛料、⑪菓子類以上11

’群に食品を分類し、i、現在ど以前ρ嗜好II即ち各群につい

て全体として好きか、・普通か、嫌いか。各々の群の中に

・特に好きな或は嫌いなものがあるか。あればその食品名

辱又は調理名。

　以上の項目について調査したが、今回は夫々現時点の

状態だけにしぽって報告する．なお（6）日課については記．

入の不備な点が多かったので集計を割愛した3辮　愚7 『鱗
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皿調査成積

1．同胞数

前述の調査対象825名の中回答を寄せたものは428名

（回収率52％）で、、その年令分布は第1表の通りであ

る。

第1表対象児、
Table　l　Invest三gated　Chi里dren

第2表同胞数
Tab旦e2　The　number6f　siblings

履謹・・（努）1珠（％）L竺（％）塑1

謙1・・
男　　　皇03

女　　　　83

75

5亙

186　　　126

、5

57

59

n6

『計

235

監93

428

聯iiiiili溜鰐iiiil

5才m
　　f

　　　I　　　　i
i31謝181詔1L98召§13

　　　　69　　（29）　127　　（54）　　32　　（14）　　7　　（3）

　　　　70（36）102（53）i6（8）5（3）

合計
　　　　　　　1

里39（32・5）229（53・5）148（11）12（3）1

対象児の同胞数は0～3人で（第2表）・各年令児共・

同胞1人即ち昇弟2人というのが約半数、同胞0即ち1

人子が懸、残りが3～4人兄弟である。

2．体　格
体格についての評価は次のようにして行った。．先づ身

長・体重の現在値を、，昭和39年度国民栄養調査㊨際の体

第3衷　身長。・体重の現在値、体位分布（対象児428名）

Tab王e3　Present　he玉ght　and　weight　dis憶bution■of428玉nvestigated　chiLdYen

＼身畏・体重

令．銚 小小 （％） 中中 （％）t 大木
　　i
（％）1やせ

　　1

（％）l

　　i

　　　　　1

肥（％）1不明 （％）

　　　　　m3才　　f i
l

7
1
0

（7）
（12）

62
29

（6皇）

（35）

26
27

1翻

　　i
3
2

　　1留1 0　　　　　　　　5
2　（2）　　43

（5）
（17）

4才　　m　　　　　f E
l

LO8 　　18劉
37

22

（49）1

（43）！

　　1

14

16‘

　　1（！9）1

（31）i O
O

3・¢）1馨 （12）

（10）

　　　　　m・5　才
　　　　　　fl

E
6
9

（u）
く15）

3L

27
（54）

（46）

LO
l2

（〔8）

（20）
真
2

81
2　（3）　　7
1　（3）　　8

（u）
（里4）

　　　　m計　　　　　fI
l

23
27

（10）

Q4）

130

フ8

（55）

（40）

50
55

1矧 4
4

（2）
（2）

○身長・体重区分法
　（昭和39年度国民栄養調査成績平均値による）

平均値±％

　　＋彪～3’2

〃　十脆以上
〃　一％～312
〃　一312以下

標準偏差一・一3

　　　　・2
　　　　・1
　　　　・・4一

　　　　・5

小　　小 『中　　中 大　　大 や　　せ

身畏・体重 身畏・体煎 身長・体重 身長・体重

夏　　　L

。1・　　2

2　　　L

2　　、2

3　　　2

3　　　3

3　　　4

2　　　3

．4　　　3

4

4
5
5

4

5
4

5

5
5
5

4

’4

3

　。肥

身長・体重

　皇　，・　3

一皇　い　4

　1　・『5

2　・　4・

2　吃　5

3　・　5
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　　　　高橋他：乳幼児の偏食、食欲不楓、肥満に関する食品学的研究（1）

第4表虫歯本数
Table4　The　number　of　decayed　teeth

濃匝叫1騨題麿季・（多） 6㌻8本（勉、9本以上（％澱醐1（％）

3才　　m』
　　　　f、

48　　（47）　　　・12　　（11）　　　　8、　（8）

33（40）　13（し6）　10・（！2）
8．（8）
5（6》・

5（，5）　22（21）
2　（2）　20．（24）

4
，

才　？
22（29）I　 真9（25）　互5（2・）1

皇5（29）18（L6）　皇6（31）1
5　（7）

4（8薯
3　（4）一　H　（15）
2　（4）　　61（12）

5才　　m
　　　　f

6　（10）　　8　（14）　ヨ6　（28）
15　　（25）　　　　　8　　（13）　　　　14　　（24）

14　（25）
n　（19）、

5（9）　8（14）
4（、7）　、こZ（12）

第5、表　食察回数

Table5　The　number　of　meaLs

3食共いつも食べる

時　々　ぬ　く

たいていぬく
不　　　　明

　　いつも食べる
朝
　　時々融．く
　　たいていぬヌ
食　不　　明

　　いつも食べる’
昼　時々ぬく’

　　たいていぬく
食
　　不　　　明

　　いつも食べる
夕
　　時々ぬく
　　たいていぬく
食
　　不　　　明

滅％）3才女（％）

76（74）　　　63（76）

k7（16）　L4（皇7）

　3（3）　2（2）

　7（7）　4（5）

＆4（8E）　66（80）

、14（L4）　L2（L4）

，1く、玉）　2（2）

，痢（4）　3（4）

、88（85）　76（92）

　9Cg）　6（7）

　1（・1）　0
　5（　5）　　　　1（　1）

，・鰺9・）一77（93）

，葺（5）　4（5）

　0　　　　0
　5（　5）　　　　2（　3）

　　4才．
男（％）

68（9皇）

6（8）

0
夏（L）

69（92）、

亭（7）

（）

皇（1）〆、

74（99）

L（夏），

0
0

75（loo）

O
o

O
．

5才 ・～計

女（％） 男（％）　女（％） 男（％）　女（％）

45（88） 50（87）　49（83） L95（83）’互57（81）

4（8） 5（9）　　3（5） 27（n）　21（11）

2（4） 璽（2）　　2（3）
’
4
（

2ゴ　喚（3）

0… 1（2）　　5（9） 9（4）　？（5）

46（叩） 50（88）　51（87） 20菖（＆5）　163（85）

3（6）
、李（農）

5（9）　5（亀）

1（Lラ）　2（3）

24（！q）、・20（LO）

、2（づ，　6（3）
　　、O 1（1．5）　1（2） 6（4）「　4（2）

50（99） 55（96）　53（90） 217（92）　179（93）

1（f） 皇（2）　　皇（2） n（5》F　8（4）

0 0　　　　　0 監夏r』　　　　0

0井 皇（2）　　5（8） 6（3）　　6（3）

48ζ9チ） 55（96）　53（叩） 233（94〉、里78（92）

3（昏） 1（2）　　2（3） 喬（紛　　9（5）

0 O　　　　　O 、∫）』　　　0

P． 1（2）　　4（7） 、6（寧）、　6（3）

第6表　食挙上の問題点
Tab夏e6　Problems亘n　meals

　　3才
男（％）　　女（％）

食

方

時商がかかる

箸を上手に使えぬ

こ蒔ましカミ多し、

『不 、＼v、『朋

　　4才
男（％）　　女（％）

1（1）

1妬9）

、57（76）

3（4）

1（～）、・

、9鍍）．1

、織9）レ、

1
聖

（奢

、良03名中・33名中、・．75名中

40（ag）・・39（47）・τ～7㊥K）

26（26）　夏3（里6）　2L（28）

　9（9）　　　　1a（17）
．43（49）、．31（範，31（41）

匙51弔中・

・21（ゆ、

3G～6》．

2U）
26（5i）

　　5才
男（％）　　女（％）

．レ蘇5）、1（、酵）

、尋（｝4）怨狸6）・卜

：、ヂ3（76ン・、・蝦4）

，．3（さ）争（葛〉‘、

〕57名中、159塙中1．

19（33）・・2角（4熊

ご尋（9叉、、繊・
串（14）、ジ．3＠・

31（50）　3fζ52）1

　　滑男（％）　　女（％〉

．8（弓）』∵♪夏2（1φ〉マ

§7（聖6斗踏恥6）マ

測（77）、、堕φ：

．し6（4）こ、7（3）

．零3蹄中、、

・1睾6鹸6身、・・

ミ・r

52（22）・「

卿臥
『ゴ05（44）

・竣亀名中、、

自礁6）♪。

、、L8（10）一

ぐ8く・4）・

88（47）
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第7表間食回数
Table7　The　number　of　eating　snacks

夏日の間食回数

Q

1　～　2

3　回　以
不

回

回

上

明

　　3才
男（％）　女（％）

7（7）

84（81）

11（1L）

i（1）

1（2）

74（89）

7（8）

皇（1〉

　　4才
男（％）　　女（％）

ヒ（皇）

7皇（95〉

2（3）

1（1）

L（2）

49（96）

L（2）

0

　　5才
男（％）　　女（％）

2（4）　1（2）

54（94）　58（98）

1（2）　　O

O　　　　　O

　　合計
男（％）　　女（％）

10（4）

209（89）

L4（6）

　2（皇）

　3（2）

18L（93）

　8（4）

　【（1）

第8衷　間食（母親が用意するもの）　（％〉

Table8　Snacks　prepared　by　mothers

順位

1

2

3

4

5

6
7
8
9
1Q

1正

12

13

M
15

16

皇7

18

19

20

21

22

23

24

男　　（226名中）

果物
せんべい

ビスケット

ブPン
クッキー

チョコレート

牛　乳

ケーキ

アメ、キャンデー

ホットケーキ

ドーナツ

みかん

ガ　ム、

カステラ

りんご

ヨーグルト

ノく　ソ

お藁子

ジュース

ゼライス

ゼリー

バナナ

クラッカー

ピーナツ

58

55

31

28

21

21

20

1亀

12

10

9
8
7

6
6
5
5

5
5
4

4

4

4
4

女（【85名中）

果物
せんべい

クッキー

プリン

牛乳
ケーキ

ビスケット

チョコレート

アメ、キャyデー

ジユース

ホットケーキ

ノミ　ソ

みかん

ゼリー

お菓子

カステラ

バナナ

紅　茶

おかき

アイスクリ戸ム

ガ　ム

62

61

27

24

23

20

20

皇8

夏5

9
8
6
6
5
5

4
4

4

4

4

4

男女（411名中）

果物
せんぺい

ビスケット

ブリン

クッキー

牛　乳

チョコレート

ケーキ

アメ、キャンデー

ホットケーキ

みかん

ドーナツ

ジュース，

　　γ
ガ　　ム

カステラ

お菓子

ゼリー

りんご

ヨーグルト

パナナ

60

51

26

26

24

21

L9

16

i3

9
7
7
7

6
5
5
5

5
5
4

4

位の平均値±標準偏差の区間を中・それ以上を大・それ

以下を小とし・身畏、体重の組合せにより体格を大大、

中中、小小、やせ（大小、大中、中小）、肥（小大、小中、

中大）の5種類に分類した。その結果を第3表に示す。

対象児は身長、体重共に中に属する者が半数を占め、両

者とも大に属する者が約％、小に属する者は％足らずで

あった。やせ、肥に属する者がそれぞれ2％と2，5％み

られた。全体として良好な体格と云えよう。

3．虫歯数

　虫歯の無い者は（第4表）・3才で半数弱であるが年令

と共に減少し・5才になると80％以上の者が虫歯を持っ

ようになる。また9本以上も虫歯のある者が3才で3．8

％、5才では7、8％に及んでいる。

4．食寧回数

1日3回食箏をするものは3才で75％、4才で90％、

一144一
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・第9表間食く子供のほしがる1もの）竃（％）・

Table9、Sna6ks　liked　by，children・

1

2

3
4

5
6
7
8守

9
10

1r

12・

：13

14

、15

皇6

1男、（92名中）

チヨヨレ［ト．

ア
、

メ・キャソラ！一

せんべい

ガ　ム

果物
ブリソ

ケーキ

みか・ん

牛、乳・

甘いもの
’

7イスク襲7ム1
ジ唱歪ス

バナナ、

キャラメル

ぜスグ轄
　ピーナツ

3　　穿
　　　　　1女（8q名索）．

49　、チョコヒート・・

27　　アメ軌キ戯ソデー

26・ガ、ム‘』』、

23　　せんタ鯵、，．

聖5　果物
12　　ケーキ

10’　アイスクリーム’
・10　　ブ’リソ

　9　　みがん・レ

　9　「、ジ晶［ス、

』シ8　　 牛　 浮L　・

　8、・バナナ
「・葦3、　クッキー　・

　7　　ホットケーキ

　7　　　　　ソ
「
7

70

24

23

2耳

14

13

1正

9
8
6
6
4

4

4

4

男（73名中i1

4

チョコレ胃卜．、　、、6Q”

，・アメ・キヤンデー　34

ガ　ム　　　　　　　34

せんべいく　　　　17、

ブリソ　　　　　　14、

，果物　　　　　12，

ケーキ　　　　　　夏2

ジュース　　　　　　亘2

甘いもの　　　　　7

　クッギー　　　　　ド』7・

　アイ洛クリーム1己5：
ビスンケッド，、、』5・

才

女（48名中）、

、チョコ，レ，ト

アメ。キヤソデー

ガ　ム

果物
せんべい

7イスクリr，ム

ブリン

キャラメル

ケーキ

ジ昌一ズ

・1みかん呂、

62

29

25，｝

．19

17、

15

8

β
6

・4

姦、

5　　　才 合　 計
，

順位
男（49名中）Fτ’ 女（56名動 男女（398名中）

μ　’皇　　チョコレ「一『トー 　　63

　2　　せんべい「　　　27

　3　果物　　　　　20
　4　　ガ　ム　　　　　　　18

　5　　ブリソ　　　　　　18

　6　　アメ・キャソデー　16

　（盛〕’．ケーギノ』　　　い覧6

　8　　バナナ　　　　　　　10

　・9　牛乳1「　　8
　10　　ビスケジト　　　　　8

11　クッき岡、　　・「5

　12　　ホットケーキ　　　6

　13　　ドーナツ　　　　　6

　夏4　　　　キャラメノレ　　　　　　　　4

　皇5‘1、　潔、一E、、　4
　E6　　ゼライス　　　　　4

ヂョコレード
『
せ
ん 閥い

果物
アイスクリ岡今
アヌ』ig悌汐ヂ∠7一〔q

ガ　ム

、ゲー。キ

ブリン

キャラメル』

、ジュース

牛乳
バナナ

甘いもの

焼　芋

55　　　　チョコレ〆留㍗ト　F　　’60

29　　アメ。キャンデー一23

29　　ガ　ム　　　　　　24
21諜ぜんベレ》：、』．，、♪23「

2b　巣物1　　1ブ
20　　ブリン　　　　　　12
16・へ　、ケーキ　“　　　　　　　12

14　　アイスクリーム　　10

11　一ジュース［　　　7

7『　）キャラ蓼ノジ　　　　6

4　牛乳・　　　　昌
4　　バナナ　　　　　　、5

4　甘いもの　　　　5

4　拳か私　　　　5
　　　ビスケッ1ト，ず、ノ、　．、魚

　　　クッキー　　　　　　　・コ4ハ

　　　曙聯魁輪趣る．1、（鄭表）時姐日2餌ぜ

　　　るものは3才で17％、4才で8％、5才7％で、朝食を
　　　食友な“場合が多㌧・。大体いづも2変といちのがき才に

　　　5例、，4才5才にそれぞれ2例と3例あった。

■即　　　　　　　鋤　　．　　　　　　　　纏

5．食事上の問題点へ

　食欲に問題の無い者は80％近くを占め（第6表）、こ1

’れは7年前に同じ保健指導部の幼児を対象にした調査2レ…

・でf80％近くに食欲不振の誘えがみられたのと対照的で

ある。調査方法の達いや年令届の違い等の関係もあろう
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が、食欲に対する母親の意識の変化が可成り影響してい

るように思われる。これは1964年に東京在住の日米両国

の幼児の食生活3レと比較した時にも伺われたことで、肥

満症が間題になっている米国の幼児には食欲不振の訴え

が日本の幼児に比較し著しく低位であった。今回の調査

に先きだって、当院外来に於ける実態を知るために行っ

た集計でも4レ疾病原因以外の摂食異常を訴えている者は

6％に過ぎなかった。

　食べ方については、「時問がかかる」のは女児に多く

みられ、「箸が上手に使えない」及び「こぽしが多い」

は男児に著しく多いのが目立つ。

6．間　食

　間食は1日1～2回の者が大部分であるが、全然間食を

しない者が約3％、1日3回以上間食をする者は平均し

て約5％みられるが年令的には年少児に多い。（第7表）

　母親の用意する問食として、年令及び性別による相違

はみられないので第8表に一括して示したが・いわゆる

集子類から麺類・チーズ・ハムなどを含めて96種類の食

晶があげられた。この食品の種類には、調査時期の影響

が当然あらわれていると思われるが、各年令、男女を通

して果物、せんべいが多く半数以上、 その他ビスケット

類、プリソ、牛乳、ケーキ、ドーナツずチョコレート、

アメ・キャソデー等がよく与えられている。

　子供のほしがる間食としては84種類あげられた。　（第

9表）前述の澤親の用意する間食と同搬・調査時期の影

響が当然考えられ、夏季であれ隷アイスクリ』ムやジン

ースなどがもっと欲せられたかもしれないが、今回あげ

られた問食の中ではチョコレートが各年令層とも第一位

を占め50～70％に及んでいる。次いで全体としては・ア

メ・キャソデー、ガム、せんべい、果物、ブリン、ケー

キなどが好まれている。なお3～4才ではアメ。キャソ

デーやガム、せんべいが果物より高率で欲せられている

が、5才になるとアメ・キャソデーやガムよりせんべ

い、果物を欲する率が高い。これは年令による好みの変

化によるものか更に検討してみたい。

　母親の用意する間食に対して子供の態度は（第10表）

90％が母親の用意する間食をよく食べるが、7％は余り

食べないと答えている。

　1日にチョコレートを30円～50円、或は50円以上も与

えられている者と甘いものをほしがらない子供とで、健

康状態や摂食に関しての問題、虫歯などに何等かの相違

がないかをみようとしたが、前者即ちチョコレートを30

円以上も食べるもの18例、後者即ち甘いものをほしがら

ないもの5例だけであったので、これについての考察は

更に例数を集めてからにしたい。

7．　ほしがって困る食品

　食べさせたくないが「ほしがって困る食品」があると

いうのは約半数（第11表）、ほしがって困る食贔として1

第10表　母親の用意するものに対する子供の態度
Table10　Children　reaction　to　tbe　snack　prepared　by　moψers

　　3才　　　　　　　4才　　　　　　　5才　　　　　　　計
男（％）　女（％）　　男（％）　女（％）　　男（％）　女（％〉　　男（％）　女（％）

よ　く　食ぺ　る

あまり食べない

　不　　　　　明

93（90）　72（88）

6（6）　　7（9）

4（4）　　3（3〉ゴ『

7L（94）　49（94）

5（6）　　2（4）

0　　　　1（2）

49（88）　50（85）

5（9）　　7（12）

2（3）　　2（3）

213（90）　171（88）

16（7）　16（9）

　6（3）　　6（3）

第11表　食べさせたくないが「ほしがって困るもの」
Table　U　The　number　of　children　having　foods　which　they　crave　fQr，although　mothers　do

　　　　notwantto9玉ve

　　3才
男（％）　　女（％）．

不

有

無

52（50）　　・4皇（49）

・47（46）　32（39〉

明・　4（4）　．10（璽2）

　　4才
男（％）　　女（％）

29（38）

4皇（55）

5（7）

26（51）

21（41）

4（8）

　　5才
男（％）　「女（％）

20（35）　25（42）

27（47）　・31（53）

皇O（18）　3（5）
　　　　　、暫

　　　計
男（％）　　女（％）・

更01（43）、・∫．92＠）マ

115（49）　84（43）

19（8）　　　17（　9）
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第！2表　「ほしがって困る食品」1人の例数　マ　　己…　1∵：　丸　’　1一　「　製・Uザ
Tabi巨i2　’The・nu血b6r　of　childrenl　by・the　number　of『fbGdslwhichl　they』cra》e　forl　alth6ugh

　　　　mothers　do　not　want　to　give

ほしがって
困る食贔数

2

3

4

5

　ぎ才
男　　　女

26　　　　夏2

12　　　　15

11　　　　9

5

2　　　　0

男
4才

女

L6

6

5

2

0

皇2

7

5

　5才男　　　女

夏0　　　　10

4　　　　　6

5　　　　　8

0

・0

　　計
男　　　女

52　　　　34

22　　　、28

21　　　　22

41　　　6
2　　　　　2

第13表食べさせたくないがほしがって困る食品
Table13　The　number　of　chi夏dren　by　foo（ls　which　they　cra▽e　for，aithgu帥mot典ers∫do　not

　　　　want　to　give

　3才男　　女
　4才、　　　5之　　　計『
男　　　1女．　・男　　　・女’　》男　　　女

チョコレート 29　　　22 10　　　　18　　　　且2　　　　互6．　　　5L　　　　56、

アメ・キャラメル 22　　　皇9

987一』夏63842
ガ ム 皇0　　　9 274216『ゴ18

　　コーヒー。コカコーラ9ジ晶一
飲ス・紅茶・ヤクルト・コーヒー　L5
　　牛乳・フルーツ牛乳・ビール・
物　粉末ジ昌一ス

7 5　　　6　　　2 22　　　14

1
甘
い
も
の

和菓子・ケーキ・あんこ類・ーア

イスクリーム
1ユ 8 9 3

F
4 10　． 24’1 2皇

E 1 ｝ 1
そ　　駄菓子・ビスケット・せんべい
の菓　ビ＿ナツ
他子

4　　　　2 4　　　3
3
、
　
　 8　　　8

主
食
類
、

イソスタソトラーメソ・御飯・
餅・お茶潰・五目寿司・茶めし
カレーラィス

4 6 　72 4 重 7

動
物
性
藷

生卵・うに・刺身・するめ・す
撫でをぶ○く与げ●たこ’ 4 3 5 正 4 2

辛
い
も
の

佃煮・辛いもの・梅干・紅生姜
酢ぱいもの・酒のさかな・塩昆
布・生姜の入ったもの

3 7 2 5 1

　、ン』

13　　　6’

」、ゆ・

そ’

の
他

ずピーチジラ融心』 ヅ争』一♂納　　特5F1
豆・煮豆・生胡瓜　 しらたき・　　　3　　　8
潰物・コロッケ・甘煮。濃い味

2
5　　　10

人編敵い盆灘（融勢1～5越類、多くは1～

3種類である。　．　　　ヂ　　　　　　・・　　〔

総体としては76騨の鍋外食べさせたく琴い押
しがって困るものとしてあげられ、チョコレー凪アメ

・ギャラメルが高位を占めている。甘いもの以外にコー

ヒー、コガコーラなどの飲みものや、イソスタントジー

咳シ、御飯なεの主食類をほしがる子供もいる。またs、

・う1二・すず二・くらげ・酒のさかな・生要入りのもの・

傾煮などに興味を持つものもある。

　これらに対する母親の態度としては（第14裟）、％が与

えせい研臨時間をきめる・時々与える・程方なi
［
く
与

える、害を話す、など或程度め制限を加える癖カミ多
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第14表　ほしがって困る食晶に対する母親の態度
Tabie14Mothers｝attitude　toward　the　foods　which　are　annoyingiy　craved　by　children

　3才男 女
　4才
男 女 　5才男 女

　計
男 女

与　え　る 30
261

16
2Ql

！5 17 61 63

与　え　な　い 15
7i 5 71 3 5 23 19

不　　　明 58 4815L 231
33 4皇 i42 n2

分最を制限する
　易以上与えない　ある程度与える。
　うすくする。皆％分ける。

H n 5 4 5 皇0 21 25

与

時間をきめる
食後与える　3時迄の間なら食べたいだ
け．食事餓ねる前以外．おやつに少量

2 3 4 5 2 3 8 1L

え
る
場

食べた後口をすすがせる歯をみがかせる
後から果物や牛乳を与支る。 2 3 0 4 3 0 5 5

合
の
与
え
方

たまに与える
　週に2回位。2回に1度位与える。
　時々ほうびに。

5 2 ！ 2 1 0 7 4

仕方なく与える
　泣くので人からもらうので。しぶしぶ

友逮が食襲ているので．

　だまって買い喰いする。

2 0
1。

I
I

3
　
1

1 2 3 5

注意する　言いきかせる　害を話す。
ほか跳のを食べる様1こすすめる． Q 3 2 1 0 2 2 6

蛋白質を加えて　牛乳に入れて。
他のものを食襲てから。 2 0 1 3 0 2 3 5

母親の態度をきめて。気にしない。
　品質や食事の状態から判断する。

1 3 1 正 3 0 5 4

与
え

云いきかせる　がまんさせる　叱る。
大きくなれ斌・。豚にな幾云う． 6 1 2 4 0 2 8 ン

な
い
や

しまう　かくす。貿わない。いただきもの
は与え壕い． 6 6 3 2『 0 里 9 9

り
方

代りのものをすすめる。気分をかえる。 4 1 い q G 0 5 2

湿疹1諏る．アレルギーの為。虫歯になる 2 皇 卜
11 2 2 5 4

第15表　食べさせたいが「食べなくて困るものj

Table15　The　number　of　children　having　foods　which　they　hate，although　mothers　do　want

　　　　togive

不

有

、無

明

　　3才
男（％）　女（％）

79（77）　44（53）

20（19）　　　29（35）

4（　4）　　　10（夏2）

　　4才
男（％）　女（％）

48（64）

20（27）

7（9）

32（63）

夏5（29）

4（8）

　　5才
男（％）　女（％）、

38（67）　　　些2（71）

14（24）　　　　12（20）

5（　9）　　　　5（　9）

　　　計
男（％）　　女（％）．

165（70）　118（61）「

54（23）　　　56（29）

！6（7）　19（10）．
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、第16表　r食べなくて困る食品』1人の例数
Table16、The　number　of　childrgn　by　the　number　of　foods　which　tkey　hate，altho“gh　mo山ers

　　　donotwanttoglve

食べなくて
困る食品数 　3才男　　女

　4才　　　　5才
男女　男・女・男1；女

1 44　　　　23 22　　　　　12 18　　　17 84　　　　　52

2 25　　　　　！0 14　　　　　n 15　　　　　i5 54㌔　　　　36

3 6　　　　　9 8　　　　　6 4　　　　　6 18　　　　　2監』

4 3　　　　　2 4　　　　　2 3　　　　　3 10　　　　　7

5 0　　　　　0 2　　　　　　1 0　　　　　0 2　　　　　1

6 0　　　　　0 0　　　　　0 O　　　　　l O　　　　　L1

第官表　食べさせたいが「食べなくて困る食品』
Table17　The　number　of　chiIdren　by　foods　which　they　hate，although　mothers　do　want　to　give

男
3才

女 男
4才

女 男
5才

女
”計

．男1， 象

魚

肉

乳

卵

’豆

野

菜

魚

魚の調理法によヴて（煮・焼・揚・生）

貝・かき・いか・えび

煉製晶

E4　　　　　　5　　　　　7　　　　　　5　　　　　7　　　　　　3　　　　28・　　　　　互3

3　　　　2　　 且01　　　0・　　8　　　－2’　　21　　　　4

4　 0　i　　艮　0　 2・・5・　
3

0　　1　0　　0　 0　　0　・9・　　夏

肉

肉の調理法によって（ステーキ・挽肉料理）

レバー

ハム◎ソーセージ

夏7　　　　10　　　【3　　　　　5　　　　3　　　　　4』　　33・　　　夏9

Q　　O　O　　O　O　　2　甘6 ゴ　『2

7　旦2　72　4・愛「1』1’12
0　　3　1　　0　旦　　0：』2　　3

牛　 乳

乳製品
9　　4　5　　3　3　　4　f7　　11

9　33　隻1　4皇3　8
卵

卵の調珪法匠ま って（茶椀蒸・生）［
L4　　3　3　　1　0　　0　T『　一4
－
O
　
O 』2　0－0　01、』＼2ず　0

納　 豆

豆『腐
煮　♪豆「

22　、置「2　L．5、
【　「0　　0

’
夏
　
　 0　！2

0　0　　0　0　　0　∫1

4

真

て）「1

野菜，
野菜の調遡ど琳．（生嘩、灘物！．

、騨類

人参
ピーマシ’『

トマト

むぎ、、
キャペツ。白菜・もやし
芽キャベツ・ブロ7コ，リー。アスバラガ冬

カリ7ラ7一
、椎茸、
大巌

1麓葱
胡P瓜厄P［、斌

聖7　9、H、98 正2、36

3　6　6　5　8　6　L7τ、『，
2　　　　　　3　　　　12　　　　　　正2

7　　2　3　　里　0胡　　　　　　、望

1　正5　21　47　75　　レ・夏　2　　11　1　　r　8・．’b

1　－411　Q　 3　0’　2・』一

4　0ぐ2　互　1　、ユ・、17ずp’7
・
、

2　　　 1　　　2　　　 L　　　1　　　二亘』　、5　、1

0　・9、O　O　6　2　6・　2
L　O2　10　3β0　　0．　2　　1　1　　2　3・㍗
0　σ’　0　0　3　　1　3　i
l　　Q』『2　　0　 皇　　〇一　一4『　『0
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果

物

穀

類

にら・春菊

レタス
その他1例ずつ（茄子・いんげん・セロ
リー。昆布・根菜類。アんにやく）

果物
みかん

苺

穀類
御　飯

味つけ御飯・妙飯

バソ。卜一スト

甘
い
も
の

調

理

法

甘いもの

ガ　ム

蜂みつ・あめ。チョコレート（1例ずつ）

煮物
みそ汁

シチュー

すき焼

妙め物

揚物

合　　　　計

男
3才

女

0
0
1

O
O
3

O
l

O

聖

0
0

0
2

0
1

O
L

L

1

1

0
0
0

1

亘

0

1

0
R

　4才男　　　女』

0
2
0

男
［5才

女

1一「□1

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　1

0　　　　0

5　　　　0

0　　　　0

0　　　0

0　　　　2

0　　　　0

0　　　　0

里　　　0
2　　　　0

129 75
99　　　62

3
1

0

4

0
0

2

2

0
1

Q
l

l

O

0
0

O
l

O
O
O

1

0
0

O
L
O
O
O
O

74 85

男
計

女

L

3
2

2

0
4

3
2

0

5
0
1

2

9
0
2

0
2
2
1

里

0
2

1

1

2
2

2
Q

，監

F
Q1
0
1

1

0

6
3
2

．正

1

1

302　　　222

い様である。

　与えない揚合は・書いきかせる。がまんさせる。しま

う。買わない・代りのものをすすめる。などの態度がと

られ、また虫歯になる。湿疹が出来る。から、などの理

由があげられている。

　母親の態度について記入のないのが多かったのは、そ

の時によって・どちらとも決めかねる場合が含まれてい

ると思われる。

8．食べなて困る食品

　食べさせたいが「食べなくて困る食品」があるのは％

近く（66％）・（第15表）・食べなくて困る食品の数として

（第16表〉1人で6種類あげているのが最高、多くは1

～2種類の食品をあげている。

　「ほしがって關る食品Jよりr食べなくて困る食贔」

が多くあげられ、母親にとってはほしがって困るものよ

り・食べなくて困るものの方が莫にかかる様に伺える。

　食べなくて困るという食品の種類は・第17表の様に多

種類に亘っている。魚、肉、野菜などというように全体

的に嫌うものと、煮魚、焼魚など調理法によって嫌がる

もの、また青菜類・人参など特定の種嬢だけを嫌うもの

など色々である。

　全般的に、食べなくて園るものは野菜。肉・魚の願で

あるが・年令と共に肉と魚の順が逆になるように思われ

る。

　食べなくて困るものに対する母親の態度としては（第

18表）、％（16％）が「放任」あとはミ叱ったりミミなだ

めたりミミ云いきかせたり≒などとにかく「食べさせる

ように努力する」態度をとるもの（46％）と・　ミ細かく切

った喚　ミ好きなものと混ぜてわからないようにするミ

などの「調理の工夫」が26％及びミ代りのものを与え

る鳶耗兄弟や友達と一緒に食べさせるミミお弁当に入れ

るミなどの工夫をしている。

　放任の態度は男、女児に対してほぼ同数であるが、調

理の工夫や食べさせるようにする態度は・女児に対する

より男児に対しての方が多くとられている。殊に年令の

小さいほど、即ち3才男児にその傾向が強い。このよう

な男女差は、「食べなくて困る食品J（第15、17表）につ
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第田表　食竣なぐで囲る食晶に対ずる母親の態度

Table18　Mothers’、attitude　tbw毎d・the　foods　which　are　anR6yi瓶gサhated　by　children

男
3才パ
　女

』縁才　　「　5才
男　　・女『　男　・1女、・

計F
I男　・・女

食べさせる様にする
去い幽せ尉一謡’し・》一『フ油・～

　少しでも食べる様すすめる・ロ　〕ド「

　皿にとった分又は帯分以上食べさぜるわ
　2日に1度又は3回に些回無理にチえる

　口に入れる
　なだめ。すかし。ほめ亮おだで’

　だまし。ごまかし・取りひぎ』

　時間をかけて与える

　毎日出す

　叱る

30

17

5

2

夏

2
3
0
0
0

n　　　I22　　　　　夏6　　　　16ド　　　艮4　　　68　　　　　4艮

3　　　　8　　　　　7P　　　8－　　　　6　　　33’－　　　【6

03　35　ド213『5
1　　　2　　　　0　　σ 4　　　　2

0　　　3　　　　3　　　0　　　　0　　　4　　　　3

34　、』b2，38　7
20　LO。03　31　　2　　　0』　1　　　r　　3　　　2
里　　　0　　　　1　　　0　　　　0　　　0　　　　2

0　　　0　　　　0　　　0　　　　1　　　0　　　　夏

放　　　任

　無理に与えない　　　　　、！r
放っておく、本人雌ぜお藩期盤ぢ1ノ

　すすめるが強制しない、一度はすすめる

11　　　　7

7　，ゴ1こ3

4　　　　2
・61r鼠：（）f一

隻．）　3∫　照1u　8
2　　　　0　　　0　　　　2　　　6　　　　5
3つ　　　　訴2［』　　　　　　　　　　3　　　　　3　　　　　　5

調理の工夫

　好きなものと混ぜるP㌧

　わからない様にする

　細力曇切る・ξ

　食べやすい様にして

、蔀昌，rろ鵬する・

24

13・

17

4
7

3
、

6LO　77　74L　20「2・　　　「3　　　　　－5∫”　　2”’　　　　L　　　　8　　　　　8

L2　　　　F3『　　　　　1汽　　　0　　　　　　2　　　　LO　　　　　　5

23　L3　皇10　40　　　皇　　　0　　　夏　　　2　　　9　　　　2

0　0　0，・ε1　1　4　1
ぞの他（’L，

，代脆の、ものを与える、．

，、，代り㊨もφ嫉与えな》・

　一緒に食べさせる

　少しずつ

．』鱗の即時鱒、，

麟獣揮る

1111、

8
F17

i』L』

　L

O
O

17、・2・4d3、，覧2　 －13

4、l　　　l’・　　　、r3、ノ〔，　　・P2　　　　　・L　　　LL　［　　　・＝8

．0ご，　、O【　了0レ・、一㌔9・　　O∫コ　 11r，　．0ゴ

，～、「0　、「LPf　O、’　　　1、ビヨr3

0　g、、　0　＃、9、　1　足　夏
1　　　1　　　　0　　　0　　　　0　　　夏　　　　1

0　　　0　　　　6〕　　』k－　　　d　　　ゴ　　　　o

合　　　　　計 76 3・4332「「偽匪4亀［，9匙・

いてもみられる・酵れも娩ま鵬児砺燗題鰭，

い傾麟璽る・これは「3楯才麹う紗噸か醐

一
応
性ウ幣嚇燐嬰穂ク畔に対齢特に強
卿響轡煙妙麟効，《．，，、、，、、．

恥、＝要、

纏鞍験、食欲蘇、妨織囎鱒ゼの噸、
に鷲、、て糊鯉き離飾側捗鱗購力口緋鰍．
を行った。

　対等嫡愛育揮墜額轡集rレ勘薫4～律簿撰駒に保韓指導蓼、

び難騨を撃嬬騰、學磐、！鴉、5才児岬名酌
質閑漸法セ…ホ灸塀奔4ヌ尋時嘉身こ閑し、ズ韻貨する。　、，、，、

　対象児の体格は、おおむね良好と云える◇

約

一
餌

騨獅大多欝、手即蝉あ醐、，瞬騨緯

醜い騰が3糎14％・贈鞍でス撫ど擁，？。㌃
一
食 べなくて心配なもの1晦食べ過ぎ砺停静顯・

導～撃掌欲に問題を訴えズk・塗し演，p、，、，、ノィ

　問倉は1，日172回の者参脅y・カ1、g回茎1へ§ぎ回撚上

．嘩鯵モ樋・母親の用意鱒間焦職果郷、滋べ
いが多く、子供のほしがる間食とし系駐門蔀ヲ約π傷がで
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第一にあがっているo

　食べさせたくないがほしがゲく困る食品があると答え

た者は約半数で、チョコレート、アメが高位を占め、％

の母親が或程度制限を加えて与えている。

　また、食べさせたいが食べなくて困る食品があると答

えた者は％近く（66％）で、その種類は多種に亘ってい

る。母親にとっては、ほしがって困るものより、食べな

くて困るものが気にかかるように伺えた。
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DieteUc　Studies　on　Children’s　Likes　and　Dislikes，

Poor　Appetite，and　Obesity

1－Statue，Health，and　Eating　Habit　of　Ch並1dren，and　Their

　　Mothers，Attitude　towards　Feeding

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dept．M．TakahおIi　et　aL

　　By　means　of　administering　a　questionnaire，eating　behaviors　such　as　extreme　likes　aud　dislikes，

poor　apPetite，capricious　eaUng，and　Qver・eati【Lg　of428　ch覗dren　were　i“vesUga於d　over　a隻o【』9　Per

iod　frQm　the　dieteUc　viewpoint，The　children　were　three　to　five　years　of　age，bQm　in　Aiiku買o

sp託al，and　had　been　receiv五ng　regu且ar　periodic　gukla瓶ce　at　the　Hosp建al　in　health　and　隠utrition，

This　paper　reportsセheir　present　state　from　among　answers　to　the　question蔽aire，

　　In　generaI　the　investigated　children　are　phys五cally　weU　built，

　　MQst　of　the　ch夏1dren　have　three　meals　a　day，but　there　are　sQ皿e　who　do　not　have　breakfast

occasio皿a1正y．The　proportion　is14％for　children　three　years　old　and5％for　those　aged　fouぢand

fiveyears，

　　About80％of　the　children　do　not　pose　any　prob里em　as　to　their　appetite，but16％ma匡e　trouble

w壼h　poor　eat並ng　and5％make　trQuble　with　overせating、

　　Manychildrenhave。neQrtw・snacks加tween盃eal亀buts・mehaven・snackands・me。thers

have　three　or　more　snacks　a　day．　Snacks　given　by　mothers　are正n　many　cases　fruit　a【1d　rice　crack・

ers（senbei），　The　children，most　favQrite　snack亘s　chQcolate　candies・

　　About　a　half　of　th酵questiQnnaires　have　named　some　foods　which　mothers　do　nQt　want　to　g、ve

t。theirchildenbutthechildrencravef。r．Ch。cQlatecandiesandhardcandiesrankhighasth6se

f。das，Threequaズ諺ers・fthet・talm。thersplacesQmerestricti・ns・ngivingthech貢Ldrenthese

げ
s weets，

　　Nearly　two　thirds（66％）of　the　mothers　have　stated　that　they　are　troubled　by　that　their　children

do　n5t　eat邑をtain　foods　which　they　want　tQ　give．　The　kinds　of　these　fobds　are　varie＆　It　is　felt

th批motheてs　a誓e　mΩre　cQncer【鴇d　abQut　tbe　fQQds　wh正ch　thetr　c嫡1dてeq　do　nQt　eat　than　t㎞3－fQQds

which　they　crave　for，
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